
❤ ❤６月は、心の絆を深める月間
☆１１日の全校集会で、月間取組の一つとして校長講話を行いました。全員がしっかり話を

聞いてくれ、とても感激しました。以下、その内容をそのまま紹介します。
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○今日はまず、私が小学生の頃の話を聞いて下さい。今から、５１年前、私も小学校１年生でした。

私は、学校が大嫌いでした。毎日、登校の途中で、登校班から抜けて家に走って帰ったり、班長

に手を繋がれて学校に着いても、朝自習の間に、教室から脱走して帰ったりするくらい、学校が

いやでいやでたまりませんでした。

○理由は２つ。① 友だちがいなかったこと。 ② 勉強が分からなかったこと。です。

○私は、入学してすぐに「はしか」と「水ぼうそう」という、学校を休まなければならない病気に

続けてかかり、学校を一月休みました。病気が治って、学校に行けるようになったとき、１年５

組の算数のお勉強は引き算まで進んでいました。足し算も習っていないのに、引き算なんてちん

ぷんかんぷんです。

○お友達も、もうなかよしができていて、私は、幼稚園から一緒に入学したお友達がクラスにいな

かったので、分からないことがいっぱいあるのに、ひとりぼっちでした。だから、毎日、「学校に

行きたくない！」といって、家族を困らせました。

○そんな時、ようこちゃんという女の子が私に声をかけてくれました。遊びに誘ってくれました。

勉強も教えてくれました。勉強も少しずつ分かるようになって、私は、だんだん、学校が楽しく

なりました。

○学校が大嫌いで先生を困らせていた私が、大きくなって、「先生になりたい。」という夢を持つよ

うになりました。一生懸命勉強して、先生になれたとき、ようこちゃんに会いに行きました。そ

して、こう言いました。「ようこちゃんが、１年生の時に私を助けてくれなかったら、私は、ずっ

と学校が嫌いなままだったよ。学校の先生には、絶対なれなかった。本当にありがとう。」

○いまでも、ようこちゃんには時々、電話をかけたり、手紙を書いたりしています。３年前の地震

の時、ようこちゃんからすぐに、私を心配してくれる手紙が来ました。遠くから心配してくれる、

ようこちゃんの気持ちが、涙が出るほど嬉しかったです。友だちって、いいなあって思いました。

○今日は、これから、みなさんに「ともだち」という本を紹介します。皆さん、皆さんのともだち

の顔を思い浮かべて聞いて下さい。

〈プレゼンスライド３１枚〉

○どうでしたか？誰か、友だちの顔が浮かびましたか？みんなの顔も、きっと誰か友だちが思い浮

かべたと思いますよ。

○６月は「心の絆を深める月間」です。熊本県のお友達はどの学校も、「友だちや命を大切にするこ

と」について勉強します。みなさんの学級でも、友だちと仲良くする勉強をします。

○「友だちは、お金じゃ買えないたからもの。ともだちをいっぱい作りましょう。」そして、「たか

らものの友だちを傷つけたり、いじめたりしないで、大切に大切にしましょう。」

○図書室にも「ともだち」のお話がたくさんあります。ぜひそんな本も見つけて読んでみて下さい。

○では、おまけです。友だちづくり名人になるコツを、ツマグロヒョウモンの幼虫さんに手伝って

もらって、お話します。 〈最後のスライド４枚〉



★学校のプランターや花壇にいるツマグロヒョウ

モンの幼虫、誰もがはじめは毒虫と思うような

外形ですね。でも、正しく知った子どもたちは、

「かわいい！」と手に乗せ愛おしそうになでてい

ます。そうして成虫になったツマグロヒョウモン

が、花壇の上を嬉しそうに飛び回っています。

★差別や偏見は、間違った知識や思

い込みから発生します。子どもたち

には、正しいことを正しく知ること

の大切さに気付かせ、物事を正し

く知るための教育を行っています。

★そして、周囲に惑わされず、自分

の正しい知識をよりどころに考え、

行動できる人になってほしいと願

っています。

もしも、ようちゅうのことを しらなかったら、

みかけで「どくむし」「けむし」と、きめつけてたら、

しらずにたいじして、つまぐろひょうもんは、

ちょうちょには、なれなかったかも しれませんね

だれとも、おともだちに なれなかった。

みんなも、まわりの おともだちのことを

よくしろう！ ただしくしろう！

それが、ともだちになる だいいっぽ！




